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の世界最高周波数を記録し(T. Idehara et al., 
IEEE Trans. Plasma Sci. PS27 (1999) 340)、最近
1 THz のブレークスルーを実現した(T. Idehara 
et al., Int. J. Infrared and Millimeter Waves 27 
(2006) 319) 。 
この成果に基づき、福井大学遠赤外領域開
































































このため、既存の 8 T 超伝導マグネットと
マグネトロン入射型電子銃（40 kV, 1A）を




て 400 GHz 帯２次高調波モードの発振特性を
調べた。 














































TE65 モードおよび TE85 モードともに、結合
度 CBF  
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β ηγ ⊥−= ⋅ +−  
で与えられる。各記号は標準的な用法による。
図から、共振器長として、12 mm が最適であ
ること、および Rb = 1.9 mm の第二ピーク入
射でも80 kW程度の共振器出力が期待できる
ことが分かる。なお、この計算は B. G. Danly 









































TE03、周波数 203 GHz の発振を確認した。さ
らに、周波数約 400 GHz の２次高調波発振が
得られること、およびこの２次高調波モード



















た TE65 モードおよび TE85 モードはこの条件
を満たしている。 
(2) 第二段階の 400 GHz、数 10 kW 級パルス
ジャイロトロンの発振特性 
研究方法(2)で示した設計に基づいてパル














































































ビーム電流 11 A までの運転に成功した。 
以下、この結果を簡潔に示す。図３(a)は
ビーム電流を 5 A に設定し、ビーム電圧を約












定結果 349 GHz および 390 GHz からも確認し
た。ただし、TE85 モードに対応するピークの
弱磁場側では、TE17,2 モードが発振している

















の測定では、パルス幅 1μs、繰り返し 10 Hz
の設定を基本とした。図４は、ビーム電圧を






モード、TE85 モード共に、ビーム電流 5 A 以
上で若干の飽和傾向を示すものの、出力はビ
ーム電流と共に増大する。この結果、ビーム
電流 11 A において、TE65 モードで周波数 349 
GHz、最大 52 kW、TE85 モードで 390 GHz、最
大 37 kW の単独発振出力が得られた。この結
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ビーム電圧約 60 kV、ビーム電流 11 A まで単
独発振した。⑥TE65 モードで周波数 349 GHz、



































ら、400 GHz 帯、100 kW 級ジャイロトロンを
開発すれば、LHD における協同トムソン散乱
実験が可能であると期待できる。また、出力
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